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「
群
馬
の
森
　
追
悼
碑
」
強
制
撤
去

�

山
田
（
樋
浦
）
敬
子

「
群
馬
の
森　

朝
鮮
人
労
働
者
追つ
い
と
う
ひ

悼
碑
」（
高

崎
市
）
が
群
馬
県
に
よ
り
１
月
末
に
撤
去
さ
れ

た
。「
記
憶�

反
省　

そ
し
て
友
好
」
の
追
悼
碑

を
守
る
会
（
以
下
、
守
る
会
）
へ
は
碑
文
プ
レ

ー
ト
３
枚
が
返
還
さ
れ
た
が
、
追
悼
碑
は
瓦が
れ
き礫

の
山
と
化
し
た
。
工
事
費
用
は
「
守
る
会
」
に

概
算
３
千
万
円
が
請
求
さ
れ
て
い
る
。

群
馬
県
下
に
は
、
戦
時
下
、
約
６
千
人
の
朝

鮮
人
が
労
務
動
員
さ
れ
、
40
を
超
え
る
鉱
山
、

飛
行
場
、
鉄
道
工
事
の
現
場
で
過か
こ
く酷
な
労
働
に

従
事
し
た
。
そ
の
実
態
が
、
市
民
も
参
加
し
た

資
料
の
堀
り
起
し
、
証
言
、
聞
き
取
り
調
査
な

ど
で
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

２
０
０
１
年
、
県
議
会
は
全
会
一
致
で
県
立

公
園
に
追
悼
碑
を
設
置
す
る
こ
と
を
認
め
た
。

た
だ
し
県
は
、「
政
治
的
・
宗
教
的
な
場
に
し

な
い
」
こ
と
な
ど
を
設
置
の
条
件
と
し
た
。
碑

文
も
県
と
調
整
が
重
ね
ら
れ
た
。
村
山
談
話
や

日
朝
平
壌
宣
言
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
右
派
が
こ

だ
わ
る
「
強
制
連
行
」
も
「
強
制
労
働
」
も
な

い
。
04
年
、
５
７
０
万
円
を
か
け
て
完
成
。
昨

年
追
悼
碑
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、
日
本

語
と
ハ
ン
グ
ル
で
追
悼
文
を
記
し
た
追
悼
碑
は
、

う
っ
そ
う
と
し
た
森
の
一
画
に
、
ひ
っ
そ
り
と

た
た
ず
ん
で
い
た
。

で
は
、
な
ぜ
い
ま
、
撤
去
か
。
２
０
１
４
年
、

県
は
、
追
悼
式
で
「
強
制
連
行
」
の
言
葉
が
使

わ
れ
た
こ
と
を
理
由
に
、
追
悼
碑
が
政
治
的
な

場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て
、
公
園
の
土
地

の
借
用
更
新
を
拒
否
し
た
。
右
派
団
体
の
主
張

に
屈
し
た
形
だ
。
そ
こ
で
「
守
る
会
」
は
、
更

新
を
求
め
て
提
訴
。
１
審
の
前
橋
地
裁
で
は
、

「
守
る
会
」
が
勝
訴
。
２
審
東
京
高
裁
で
は
「
追

悼
式
で
『
強
制
連
行
』
と
い
う
文
言
を
含
む
政

治
的
発
言
が
あ
り
、
追
悼
碑
は
中
立
的
な
性
格

を
失
っ
た
」
と
、
県
が
逆
転
勝
訴
。
最
高
裁
も

「
守
る
会
」
の
上
告
を
棄き
き
ゃ
く却
、
高
裁
判
決
が
確
定

し
た
。
山
本
一
太
知
事
は
、
追
悼
碑
そ
の
も
の

は
問
題
が
な
い
が
、
司
法
判
断
に
従
っ
た
撤
去

だ
と
、
重
機
で
プ
レ
ー
ト
以
外
の
追
悼
碑
を
破

壊
し
た
。

「
強
制
連
行
」
と
い
う
発
言
は
、
果
た
し
て
県

立
公
園
に
追
悼
碑
を
存
置
す
る
こ
と
を
許
さ
な

い
政
治
的
な
も
の
な
の
か
。
行
政
が
な
す
べ
き

は
、
歴
史
に
学
ぶ
場
、
近
隣
諸
国
と
の
友
好
を

築
く
場
を
提
供
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

�

（
山
川
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栄
記
念
会
）

3 2


